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一　般　質　問
町議会びらとり    

ちち
のの

たた
私私

2

ク
マ
が
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
１
１
０
万

円
で
す
。

問問

そ
の
対
応
策
は
。

答答　

（
産
業
課
長
）

　

有
害
獣
の
侵
入
防
止
柵
を
平
成
２４

年
か
ら
整
備
、
電
気
柵
は
町
と
農
協

で
支
援
し
て
い
ま
す
。

問問

施
設
の
老
朽
化
対
策
は
。

答答　

（
産
業
課
長
）

　

高
齢
化
、
人
手
不
足
な
ど
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
管
理
協
定
に
基
づ
き

地
域
の
維
持
管
理
組
合
と
方
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問問

街
中
で
の
ク
マ
目
撃
情
報
に

よ
る
児
童
生
徒
登
下
校
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答答　

（
生
涯
学
習
課
長
）

　

ク
マ
情
報
に
応
じ
て
レ
ベ
ル
１
か

ら
レ
ベ
ル
４
ま
で
の
対
応
方
法
（
保

護
者
へ
の
情
報
提
供
や
休
校
措
置

な
ど
）
を
予
め
学
校
に
示
し
て
お
り
、

ク
マ
注
意
報
発
出
期
間
は
保
護
者
に

よ
る
登
下
校
の
送
迎
依
頼
を
学
校
に

指
示
し
ま
し
た
。

問問

他
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答答　

（
町
民
課
長
）

　

シ
カ
に
よ
る
交
通
事
故
が
町
内
で

問問　

部
活
動
地
域
移
行
（
現
在
は

名
称
変
更
し
「
地
域
展
開
」
）
に
つ

い
て
は
、
国
の
方
針
が
変
わ
り
な
か

な
か
進
ん
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
は
８
年
度
か
ら
平
日
は
学
校
で
、

休
日
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
地
域
へ

と
部
活
動
を
移
行
し
て
い
く
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
移
行
す
る
に
あ
た

り
、
外
部
指
導
者
へ
の
報
酬
、
地
域

ク
ラ
ブ
と
し
て
運
営
す
る
場
合
の
経

費
、
活
動
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
指

導
員
の
養
成
等
課
題
が
山
積
み
で
す
。

中
学
の
部
活
動
は
子
ど
も
達
の
成
長

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
な
の

で
平
取
町
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答答　

（
教
育
長
）

　

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
減

少
、
働
き
方
改
革
な
ど
を
理
由
に
部

活
動
地
域
移
行
・
展
開
と
国
が
地
方

に
一
方
的
に
進
め
て
き
た
印
象
で
す

が
、
町
と
し
て
課
題
解
決
の
た
め
の

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
、
中
体
連
、
中
文
連

を
目
標
に
練
習
し
て
い
く
中
で
体
験

し
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、
教
育
の

中
で
は
重
要
な
部
分
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
生
徒
達
が
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
活
動
を
平
等
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
平
取
町
と
日
高
町

が
連
携
し
な
が
ら
、
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度

に
向
け
て
予
算
等
を
計
画
的
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問問

２０
年
ほ
ど
前
に
、
教
育
委
員

会
に
、
得
意
な
こ
と
、
資
格
を
持
っ

て
い
る
人
な
ど
募
集
し
て
登
録
す
る

人
材
バ
ン
ク
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
部
活
動
の
こ
と
に
関
す
る
人
が

い
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
系
の
部
活

動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
新

し
い
内
容
の
組
織
に
再
構
築
し
て
は

い
か
が
か
。

答答　

（
生
涯
学
習
課
長
）

　

町
内
で
の
活
動
を
広
げ
る
こ
と
は
、

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
学
校
協
働
活
動
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
や
、
現
在
各
学
校
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
で
実

施
し
て
い
る
人
材
バ
ン
ク
の
方
々
と

連
携
を
深
め
な
が
ら
活
動
の
幅
を
広

げ
て
、
地
域
部
活
動
の
移
行
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

問問

農
業
被
害
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答答　

（
産
業
課
長
）

　

令
和
６
年
度
の
農
業
被
害
は
、
シ

カ
に
よ
る
被
害
面
積
が
１
３
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
額
に
し
て
５
６
３
０
万
円
、

有
害
鳥
獣
被
害
拡
大
に

有
害
鳥
獣
被
害
拡
大
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

対
す
る
対
応
に
つ
い
て

※※この文章は一般質問した議員本人が要約・作成したものを基にこの文章は一般質問した議員本人が要約・作成したものを基に

　作成しております。　作成しております。

全内容は平取町ホームページの平取町議会会議録をご覧ください。全内容は平取町ホームページの平取町議会会議録をご覧ください。
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答答　

（
町
民
課
長
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し
訓
練
の
実

施
を
考
え
て
い
ま
す
。
対
応
で
き
る

ハ
ン
タ
ー
の
人
数
が
少
な
く
、
猟
友

会
と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問問

そ
の
他
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答答　

（
町
民
課
長
）

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
や
ガ
バ
メ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
な
ど
検
討
中
で
す
。

問問

移
住
政
策
の
実
績
を
伺
い
ま

す
。

答答　

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

本
町
地
区
で
行
っ
て
い
る
移
住

体
験
住
宅
の
実
施
状
況
は
平
成
２５

年
か
ら
の
実
績
で
６３
組
１
３
０
人
、

１
９
０
５
日
間
で
す
。
平
成
２６
年
度

分
譲
の
二
風
谷
地
区
の
レ
ラ
の
里
は

１０
区
画
整
備
で
６
区
画
分
譲
済
み

で
す
。
平
成
２３
年
度
か
ら
取
組
ん
で

い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
延
べ
２９

名
が
従
事
、
現
在
任
期
中
が
１２
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問問

事
業
評
価
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

問問

町
が
取
り
組
む
移
住
政
策
と

し
て
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
な
く

「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
が
大
事
だ
と
考

え
ま
す
が
伺
い
ま
す
。

答答　

（
町
長
）

　

経
済
的
な
基
礎
が
あ
る
中
で
移
住

し
て
も
ら
う
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え

ま
す
。
門
戸
を
開
い
て
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
姿
勢
を
町
と
し
て
持
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
の

支
援
策
も
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

今
年
度
す
で
に
３３
件
発
生
し
て
い
ま

す
。

問問

有
害
駆
除
に
対
応
す
る
猟
友

会
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答答　

（
町
民
課
長
）

　

町
内
の
ハ
ン
タ
ー
数
は
現
在
５０
名

で
、
平
均
年
齢
が
５７
歳
、
最
高
齢
が

８７
歳
、
最
年
少
が
２８
歳
。
銃
の
資
格

者
は
３３
名
で
す
。

問問

助
成
金
や
活
動
費
な
ど
予
算

化
し
て
い
ま
す
が
、
物
価
高
騰
に
考

慮
し
た
予
算
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答答　

（
町
民
課
長
）

　

令
和
７
年
度
は
シ
カ
駆
除
の
単
価

を
増
額
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
は

物
価
高
騰
を
考
慮
し
国
や
道
の
補
助

金
を
踏
ま
え
て
予
算
を
考
え
ま
す
。

問問

緊
急
銃
猟
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答答　

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

移
住
体
験
住
宅
は
、
各
地
域
の
移

住
住
宅
を
渡
り
歩
い
て
い
る
方
が
多

く
、
平
均
年
齢
が
６９
歳
で
、
観
光
し

て
歩
く
と
い
う
交
流
人
口
的
な
使
わ

れ
方
が
主
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一

時
中
止
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
事

業
を
中
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
、

受
け
入
れ
環
境
整
備
を
行
い
移
住
定

住
政
策
を
続
け
て
い
く
事
が
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

問問

色
々
と
政
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
町
民
に
は
見
え
に
く
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。
広
報
等
で
も
う
少
し
周

知
を
行
う
の
が
良
い
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
か
伺
い
ま
す
。

答答　

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

検
討
し
ま
す
。

問問

ふ
る
さ
と
住
民
票
と
２
地
域

居
住
政
策
に
つ
い
て
平
取
町
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答答　

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　

令
和
７
年
か
ら
自
治
体
が
実
施
す

る
関
係
人
口
施
策
に
対
し
て
特
別
交

付
税
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
可
視
化
の
国
の
動
向
を
見

据
え
、
町
も
施
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

▷
◁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
の
交
流

と
し
て
開
催
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

住
民
大
会
の
ポ
ス
タ
ー

◁
町
が
購
入
し
た
箱
わ
な

ここが聞
きたい！一　般　質　問

「
関
係
人
口
」
の

「
関
係
人
口
」
の取

組
に
つ
い
て

取
組
に
つ
い
て

ちち
のの

たた
私私
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１１１１
月月
６６
日
開
催

日
開
催　　

◆
「
国
保
病
院
」
上
半
期
（
４
月
～
９

月
）
収
支
状
況

◆
北
海
道
宿
泊
税
に
つ
い
て

　

地
域
社
会
及
び
北
海
道
の
経
済
発
展

に
資
す
る
観
光
の
振
興
を
図
る
施
策
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
、
令
和

８
年
４
月
か
ら
北
海
道
宿
泊
税
の
導
入

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

AA　

あ
く
ま
で
も
単
身
者
用
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
農
場
な
の
で
、
労
力
の
部
分
で

は
何
と
か
周
り
の
人
た
ち
に
協
力
し
て

も
ら
い
、
１
人
で
も
経
営
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
作
り
は
考
え
て
い
き
ま
す
。

（
産
業
課
）

QQ　

土
地
取
得
に
つ
い
て
は
道
か
ら

補
助
が
あ
る
の
か
。　
　
　

（
四
戸
）

AA　

土
地
の
取
得
費
に
関
し
て
は
事

業
対
象
外
で
す
が
、
施
設
の
整
備
費
は

２
分
の
１
補
助
が
あ
り
ま
す
。

（
産
業
課
）

◆
平
取
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

「
生
後
６
か
月
か
ら
３
歳
未
満
で
保

育
所
等
に
通
っ
て
い
な
い
こ
ど
も
」
を

対
象
に
、
保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ

ず
、
一
定
時
間
ま
で
保
育
所
等
を
利
用

で
き
る
制
度
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
で
す
。

◆
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て

　

現
行
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
移
行
し
、
新
た
な
相
談
支

援
の
拠
点
と
し
て
平
取
町
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

◆
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

に
つ
い
て

　

収
益
力
強
化
に
計
画
的
に
取
り
組
む

産
地
に
対
し
、
農
業
者
等
が
行
う
高
性

能
な
機
械
、
施
設
の
導
入
や
栽
培
体
系

の
転
換
等
に
対
し
て
国
が
支
援
す
る
も

の
で
す
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
農
業
支
援

員
）
の
独
立
・
自
営
就
農
に
向
け
た
機

械
・
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

　

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
就
農

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
場
で
研
修
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
新
規
参
入
者
と
し
て

定
着
で
き
る
よ
う
に
機
械
・
施
設
を
整

備
し
ま
す
。

QQ　

協
力
隊
に
よ
る
共
同
経
営
は
、

考
え
て
い
な
い
の
か
。　
　

（
松
澤
）

QQ　

宿
泊
税
活
用
の
施
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　

（
木
村
）

AA　

宿
泊
税
の
使
い
道
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
が
各
市
町
村
の
意
見
を
聴
取
の

う
え
最
終
の
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
。

（
観
光
商
工
課
）

◆
平
取
町
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
に
つ
い
て

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
の
融
資
（
マ
ル

経
融
資
）
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
町

が
融
資
額
に
係
る
利
子
補
給
を
行
っ
て

町
内
の
小
規
模
事
業
者
の
経
営
の
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

QQ　

商
工
会
に
加
入
し
て
い
な
い
企

業
は
基
本
的
に
対
象
に
な
ら
な
い
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
村
）

AA　

商
工
会
に
加
入
し
て
い
な
い
と

マ
ル
経
融
資
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
観
光
商
工
課
）

◆
農
地
利
用
効
率
化
支
援
交
付
金
に
つ

い
て

　

地
域
の
中
核
と
な
る
担
い
手
が
経
営

改
善
及
び
農
地
引
受
け
力
の
向
上
等
に

取
り
組
む
場
合
に
必
要
な
農
業
用
機

械
、
施
設
の
導
入
を
国
が
支
援
す
る
も

の
で
す
。

△導入予定の自動潅水装置

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

区分 患者数（延人数） 診療収入

５年度
入院 4,209 8,255 万円

外来 9,464 5,579 万円
合計 13,673 1 億 3,834 万円

６年度
入院 4,802 9,235 万円

外来 8,950 5,176 万円
合計 13,752 1 億 4,411 万円

７年度
入院 4,309 9,389 万円

外来 9,164 5,591 万円
合計 13,473 1 億 4,980 万円
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あ
り
、
受
け
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。「
空
き
家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
」「
本
町
に
ぎ
わ
い
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ー
ス
事
業
」
に
活
用
し
ま
す
。

QQ　

認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
保
健
福

祉
課
の
事
業
で
活
用
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　

（
松
澤
）

AA　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
な

ど
、
自
由
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。　
　
　
　
　
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

◆
平
取
町
情
報
化
推
進
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

　

先
の
総
務
文
教
常
任
会
で
提
案
し
た

デ
ジ
タ
ル
債
起
債
の
関
係
上
、
９
月
末

に
策
定
し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

QQ　

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
中
で
、
両
支
所

の
人
員
配
置
や
存
続
に
つ
い
て
今
後
の

考
え
方
は
。　
　
　
　
　
　

（
千
葉
）

ら
地
域
に
移
し
て
先
生
も
入
り
学
校
と

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
移
動
等
の
問
題
が
起
こ

り
、
ど
こ
の
町
村
で
も
整
理
で
き
て
い

な
い
現
状
で
す
。　
　
　

（
教
育
長
）

QQ　

部
活
を
地
域
移
行
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
指
導
者
を
育
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
戸
）

AA　

地
域
の
方
で
ク
ラ
ブ
が
中
心
に

な
っ
て
研
修
会
を
開
催
し
て
指
導
者
を

育
成
し
て
行
く
考
え
で
い
ま
す
。

（
教
育
長
）

QQ　

令
和
８
年
度
か
ら
土
日
、
祝
日
を

地
域
で
、
平
日
は
学
校
で
部
活
を
や
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
す
か
。（

松
澤
）

AA　

完
全
に
学
校
が
部
活
動
を
や
め
、

地
域
で
や
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
ま

す
が
、
現
在
、
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。�

（
教
育
長
）

◆
危
機
言
語
話
者
の
育
成
事
業(

ア
イ

ヌ
語)

の
実
施
に
つ
い
て　

　

消
滅
の
危
機
に
あ
る
言
語
（
ア
イ
ヌ

語
）
で
の
会
話
の
経
験
を
重
ね
、
将
来

の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
文
化
庁
の
委
託
事
業
で
す
。

QQ　

人
材
と
し
て
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
心
理
士
な
ど
に
加
え
学
校
関
係

者
も
必
要
で
は
な
い
か
。　

（
中
川
）

AA　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
記
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
実
際
運
用
し
て

い
く
中
で
、
学
校
と
の
連
携
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
（
保
健
福
祉
課
）

１１１１
月月
１１１１
日
開
催

日
開
催

◆
部
活
動
地
域
移
行
の
状
況
に
つ
い
て

　

学
校
の
先
生
が
担
っ
て
い
た
部
活
動

の
運
営
や
指
導
を
、
地
域
の
団
体
や
指

導
者
に
段
階
的
に
移
し
、
子
ど
も
の
活

動
を
支
え
る
仕
組
み
に
移
行
す
る
こ
と

で
す
。

QQ　

地
域
移
行
か
ら
地
域
展
開
で
進

め
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
達
を
移
動
さ

せ
る
手
段
、
経
済
的
負
担
が
生
じ
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
隣
町
で
や

る
場
合
に
は
対
応
で
き
ま
す
か
。

（
崎
廣
）

AA　

地
域
移
行
は
中
学
校
の
部
活
を

そ
の
ま
ま
地
域
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る

こ
と
で
し
た
が
こ
れ
が
で
き
な
く
な

り
、
文
部
科
学
省
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
地

域
展
開
と
名
前
を
変
え
て
、
中
学
校
か

◆
令
和
７
年
度
ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付

金
事
業
の
追
加
に
つ
い
て
、

　

国
か
ら
の
追
加
募
集
が
あ
り
１０
月

２４
日
に
交
付
決
定
さ
れ
た
萱
野
茂
生
誕

１
０
０
年
記
念
事
業
、
リ
ト
ア
二
ア
国

立
博
物
館
派
遣
事
業
、
生
活
館
施
設
等

整
備
事
業
（
エ
ア
コ
ン
設
置
）
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

QQ　

生
活
館
で
は
な
い
が
、
多
く
活

用
さ
れ
て
い
る
荷
菜
研
修
セ
ン
タ
ー
等

は
、
交
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
澤
）

AA　

荷
菜
研
修
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
は
ア
イ
ヌ
政
策

交
付
活
用
の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
課
）

QQ　

萱
野
茂
生
誕
１
０
０
年
記
念
事

業
は
ウ
ポ
ポ
イ
と
の
連
携
は
あ
る
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
葉
）

AA　

町
独
自
の
事
業
で
す
が
、
ア
イ

ヌ
民
族
文
化
財
団
の
事
業
も
含
め
て
連

携
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
文
化
財
課
）

◆
本
町
市
街
地
の
併
用
住
宅
の
寄
付
採

納
に
つ
い
て

上
山
商
店
の
相
続
者
か
ら
、
有
効
活

用
い
た
だ
け
る
な
ら
無
償
で
町
へ
建
物

の
み
現
状
で
譲
渡
し
た
い
旨
申
し
出
が

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

△上山商店の外観

ちち
のの

たた
私私
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AA　

支
所
の
体
制
は
縮
小
し
な
が
ら

で
も
残
し
て
い
く
と
い
う
形
で
考
え
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
副
町
長
）

１２１２
月月
３３
日
開
催

日
開
催

事
務
調
査
事
項

事
務
調
査
事
項

◆
平
取
中
学
校
、
振
内
中
学
校
現
地
訪

問
調
査

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
２
校

の
訪
問
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

方
針
と
生
徒
会
活
動
、
現
在
の
課
題
等

に
つ
い
て
も
詳
細
に
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
校
舎
内
の
視
察
や
授
業
参
観
を
行

い
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
場
所
な
ど
も
確

認
し
て
き
ま
し
た
。

計
画
を
作
る
の
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
声
を
聴
く
方

法
で
進
め
て
い
ま
す
か
。�

（
崎
廣
）

AA　

計
画
を
総
括
し
第
７
次
計
画
を

作
る
の
が
本
来
の
流
れ
だ
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
意
見
を
伺
い
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
多
様
な
形
で
進
め

て
い
き
ま
す
。　

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

AA　

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
骨
子

が
あ
る
程
度
で
き
た
段
階
で
自
治
会
に

出
向
き
意
見
を
頂
く
場
を
持
つ
予
定
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

QQ　

高
校
生
の
座
談
会
で
出
席
人
数

が
少
な
い
が
高
校
に
対
し
、
協
力
要
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

（
松
澤
）

AA　

３
年
生
は
受
験
が
あ
る
の
で
遠

慮
し
て
ほ
し
い
と
の
事
で
１
年
生
を
対

象
に
行
い
ま
し
た
。
自
由
参
加
と
い
う

事
で
生
徒
が
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
７
名
出
席
で
し
た
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

◆
平
取
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

　

９
月
３０
日
～
１０
月
４
日
の
３
泊
５
日

で
青
少
年
国
際
交
流
事
業
（
ハ
ワ
イ
研

修
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
計
２０
名
参
加

し
、
ア
イ
ヌ
語
や
踊
り
な
ど
、
普
段
の

た
。
様
々
な
年
代
、
職
種
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
意
見
を
聴
取
す
る
た

め
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
町
長
と
の
地

域
懇
談
会
、
高
校
生
座
談
会
を
実
施
、

更
に
は
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
健
診

結
果
説
明
会
や
ま
る
元
交
流
会
、
子
育

て
支
援
団
体
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
た
場
で
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
各
課
へ
第
６
次
計
画
の

評
価
を
依
頼
し
、
現
在
取
り
ま
と
め
作

業
中
と
の
報
告
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
計

画
の
構
成
案
（
骨
子
）
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

QQ　

ア
イ
ヌ
文
化
を
伝
え
る
よ
う

な
、
公
社
の
若
手
の
意
見
を
聞
く
よ
う

な
場
所
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

町
民
が
興
味
を
持
て
る
仕
組
み
で
浸
透

す
る
よ
う
な
総
合
計
画
を
作
る
べ
き
で

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
村
）

AA　

次
世
代
の
若
者
の
意
見
を
聞
く

と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
丁
寧
さ
に
欠
け

て
い
ま
し
た
。
今
後
、
興
味
を
持
て
る

仕
組
み
、
仕
掛
け
を
皆
様
の
知
恵
を
お

借
り
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

QQ　

第
６
次
計
画
の
検
証
結
果
、
総

括
が
全
く
示
さ
れ
な
い
中
で
、
新
し
い

１２１２
月月
１７１７
日
開
催

日
開
催

◆
生
活
路
線
維
持
費
補
助
に
つ
い
て　
　

当
初
予
算
３
０
０
０
万
円
の
道

南
バ
ス
の
運
営
費
補
助
に
対
し
、

３
５
０
０
万
円
の
補
助
申
請
が
あ
っ
た

こ
と
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

QQ　

乗
車
す
る
方
が
８
０
０
０
人
減

と
な
っ
た
理
由
は
。　
　
　
　

(

松
澤)

AA　

利
用
者
は
か
な
り
落
ち
込
ん
で

お
り
、
免
許
返
納
等
で
も
利
用
が
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
毎
日
利
用
す
る
学
生
も

少
子
化
の
影
響
で
減
少
し
て
お
り
、
こ

れ
が
大
き
な
要
因
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

１１１１
月月
１１１１
日
開
催

日
開
催　　

◆
第
７
次
平
取
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第
６
次
総

合
合
計
画
が
令
和
７
年
度
で
終
了
す

る
た
め
、
人
口
減
少
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
今
後
の
町
の
指
針
と
な
る

第
７
次
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。
総
合
計
画
審
議
会
に
て
期
間
を

10
年
間
と
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し

総
務
文
教
・
産
業
厚
生

総
務
文
教
・
産
業
厚
生

合
同
常
任
委
員
会

合
同
常
任
委
員
会

◁
学
校
側
よ
り
説
明
を
受
け
て
い
る
様
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
振
内
中
学
校
）
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AA　

町
長
が
地
区
懇
談
会
で
ひ
ざ
を

交
え
る
事
に
は
意
義
が
あ
り
ま
す
。
あ

と
は
協
働
と
言
う
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
深
堀
り
を
し
て
計
画
策
定
に
と
ど

ま
ら
ず
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。　
　
　
　
　

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

QQ　

減
少
し
て
い
く
人
口
を
ど
う
す

る
の
か
、
今
一
度
一
次
産
業
を
見
直
し

て
企
業
誘
致
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
る

考
え
方
は
持
っ
て
い
な
い
の
か
。

（
四
戸
）

AA　

例
え
ば
農
産
物
を
加
工
す
る
よ

う
な
企
業
と
か
、
最
大
限
地
域
と
し
て

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
誘
致
な
ど
規
模
の

問
題
も
あ
り
ま
す
、
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
改
め
て
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

（
町
長
）

QQ　

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
町
民
の
意

見
を
聞
け
る
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
で
、
様
々
な
業
種
の
人
を
集
め
て

議
論
す
る
場
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
崎
廣
）

AA　

地
域
懇
談
会
で
は
い
ろ
い
ろ
な

ご
指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
深
い
提

言
や
意
見
を
頂
く
や
り
方
を
考
え
て
臨

め
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　

（
町
長
）

QQ　

本
町
地
区
の
再
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
補
助
金
活
用
を
含
め
た
組
み
立

て
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
（
木
村
）

AA　

二
風
谷
を
例
に
取
っ
て
み
て
、
長

期
的
な
視
点
で
わ
か
り
や
す
い
計
画
の

進
行
も
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど
の

様
に
総
合
計
画
に
盛
り
込
む
か
、
今
日

頂
い
た
意
見
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

QQ　

各
地
域
で
町
長
と
の
懇
談
会
が

あ
り
ま
し
た
。
様
々
な
意
見
が
飛
び
交

う
の
も
大
事
で
す
が
、
今
後
は
テ
ー
マ

を
絞
っ
た
懇
談
会
も
必
要
で
は
な
い
の

か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
千
葉
）

AA　

懇
談
会
は
予
算
説
明
も
し
ま
す

の
で
、
そ
の
印
象
が
強
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ

意
見
を
頂
け
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
辺

も
検
討
し
な
が
ら
実
施
で
き
た
ら
と
は

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

QQ　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
ろ
い
ろ
な
考

え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
先

に
続
く
素
晴
ら
し
い
解
決
策
や
ア
イ
デ

ア
を
持
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
引
き
出
せ
る
方
法
を
考
え
て

は
。�

（
松
澤
）

学
習
の
成
果
を
現
地
高
校
生
に
披
露
し

ま
し
た
。

　

新
学
生
寮
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の

関
係
上
、
早
期
着
工
し
た
と
し
て
も
令

和
９
年
３
月
竣
工
と
な
る
見
込
み
で
す
。

１１１１
月月
２６２６
日
開
催

日
開
催　　

◆
平
取
高
校
の
新
入
寮
生
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

次
年
度
の
受
入
見
込
が
男
女
計
11
名

で
あ
る
の
に
対
し
、
現
在
の
寮
空
き
室

が
３
室
で
８
室
不
足
す
る
見
込
み
。
こ

の
た
め
新
学
生
寮
が
完
成
す
る
ま
で
の

間
、
役
場
独
身
寮
を
改
修
し
た
う
え
で

男
子
寮
と
し
て
活
用
し
、
現
在
の
男
子

寮
は
２
棟
目
の
女
子
寮
と
す
る
対
応
策

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

１２１２
月月
１７１７
日
開
催

日
開
催　　

◆
第
７
次
平
取
町
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

１２
月
１５
日
に
開
催
さ
れ
た
総
合
計
画

審
議
会
の
結
果
を
受
け
、
町
民
か
ら
の

意
見
集
約
結
果
、
計
画
素
案
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
計
画
本
編
の
作
成
、
簡
易
版
・
概

要
版
の
作
成
、
策
定
委
員
会
、
審
議
会

で
の
協
議
を
経
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
、
２
月
に
審
議
会
で
確
定
し

町
長
へ
答
申
、
３
月
町
議
会
本
会
議
で

提
案
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

◆
本
町
み
ど
り
が
丘
住
宅
団
地
建
替
基

本
計
画
に
伴
う
事
業
実
施
に
つ
い
て

　

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
第
１
工
区
の

実
施
が
令
和
８
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
か
ら
、
実
施
方
針
や
業
者
募
集
要

項
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◁
ま
ち
づ
く
り
新
聞
（
第
１
号
）

△掲載はこちら
　（町ホームページ）

ちち
のの

たた
私私
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
「
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
認
定
す
べ
き
」
と
の
審
査

結
果
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
議
会

と
し
て
は
報
告
の
と
お
り
「
認
定
」
す

る
と
決
定
し
ま
し
た
。

※
以
下
、
委
員
会
か
ら
の
意
見
（
要
旨
）

　

健
全
化
判
断
比
率
は
健
全
と
判
断
さ

れ
る
数
値
で
は
あ
る
が
、
実
質
公
債
費

比
率
は
平
成
２９
年
度
以
降
上
昇
を
続
け

て
お
り
、
将
来
に
向
け
安
定
的
な
財
政

運
営
と
は
言
い
難
い
。
財
政
力
指
数
は

令
和
５
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
引

き
続
き
財
政
構
造
の
弾
力
性
に
注
視
が

必
要
で
あ
る
。
地
方
交
付
税
の
増
額
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
強
化
な
ど
で
、

基
金
残
高
は
２１
億
７
千
万
円
と
な
っ
た

が
、
起
債
残
高
は
７０
億
を
超
え
て
お

り
、
償
還
計
画
の
見
直
し
を
都
度
さ
れ

た
い
。
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
想

定
さ
れ
る
な
か
、
既
存
事
業
で
あ
っ
て

も
そ
の
必
要
性
、
優
先
性
を
再
検
証
し
、

事
業
に
よ
っ
て
は
廃
止
の
視
点
も
必
要

で
あ
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
の
第
７
次

総
合
計
画
で
は
、
計
画
策
定
段
階
か
ら

実
効
性
、
採
算
性
に
着
目
し
、
経
済
的

で
効
果
的
な
計
画
と
な
る
よ
う
進
め
ら

れ
た
い
。

【
一
般
会
計
】

職
員
の
時
間
外
勤
務
時
間
は
昨
年
に

引
き
続
き
増
加
し
て
お
り
、
削
減
効
果

が
出
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
削
減
に

向
け
、
そ
の
業
務
に
合
わ
せ
た
勤
務
時

間
と
す
る
こ
と
や
、
短
期
に
業
務
が
集

中
す
る
場
合
は
外
部
委
託
の
活
用
な

ど
、
様
々
な
対
応
を
検
討
さ
れ
た
い
。

更
に
は
、
事
業
量
自
体
を
減
ら
さ
な
け

れ
ば
削
減
は
難
し
い
と
思
わ
れ
、
大
き

な
効
果
が
見
込
め
な
い
事
業
は
思
い
切

っ
て
廃
止
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

職
員
の
健
康
管
理
と
い
う
視
点
で
、
引

き
続
き
改
善
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
寄
与
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
供
給
能
力
に
対
す
る
コ
ス
ト
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
整
備
し
た
機
能
を
い

か
に
効
果
的
に
稼
働
さ
せ
残
し
て
い
く

か
、
検
討
さ
れ
た
い
。

【
国
保
病
院
特
別
会
計
】

　

職
員
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
で

町
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
幅
が

広
が
っ
て
い
る
。
充
実
し
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
業
務
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

決
算
は
前
年
度
比
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て

お
り
、
新
た
な
取
り
組
み
で
更
に
押
し

上
げ
る
よ
う
期
待
す
る
。

【
そ
の
他
特
別
会
計
】

　

国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保

険
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
収
納
率
も

含
め
、
概
ね
良
好
に
事
業
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
。

【
簡
易
水
道
事
業
会
計
】

　

事
業
の
安
定
的
な
運
営
、
設
備
の
維

持
管
理
、
改
善
を
図
り
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
「
水
」
が
有
効
に
住
民
の
も
と

へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
条
例
の
一
部
改
正
（
給
与
・
手
当
支

給
率
等
の
改
正
）

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
平
取
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

・
平
取
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
平
取
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

冬
の
生
活
支
援
事
業
給
付
金
、
生
活

館
施
設
用
備
品
（
エ
ア
コ
ン
）
購
入

費
、
中
小
企
業
特
別
融
資
資
金
貸
付

金
、
萱
野
茂
生
誕
１
０
０
年
記
念
事

業
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
借

入
資
金
利
子
補
給
費
補
助
金
、
危
機

言
語
話
者
育
成
事
業
（
ア
イ
ヌ
語
）

ほ
か６

７
０
０
万
２
０
０
０
円
を
追
加

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
負

担
金　
　
　
　

１
８
１
万
円
を
追
加

▼
監
査
委
員
の
選
任

大お
お

﨑さ
き

哲て
つ

也や

氏
（
荷
菜
）
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

▼
条
例
の
制
定

・
平
取
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例

国
が
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
）
を
創
設
し
た

こ
と
に
伴
い
、
平
取
町
で
実
施
す
る

た
め
の
条
例
を
制
定

▼
条
例
の
一
部
改
正

・
平
取
町
議
会
議
員
及
び
平
取
町
長
の

審
議
審
議
し
た
し
た
議
案
議
案

　
第
９
回
　

　
第
９
回
　
臨
時
会

臨
時
会

令
和
７
年

１１
月
２６
日

　
第
　
第
１０１０
回
　
回
　
定
例
会

定
例
会

令
和
７
年

１２
月
１７
日
～
１８
日

決
算
審
査
特
別

決
算
審
査
特
別

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

町議会びらとり
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選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例

国
政
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
費
用

の
公
費
負
担
分
単
価
等
を
定
め
る
公

職
選
挙
法
が
改
正
。
こ
れ
に
準
じ
設

定
し
て
い
る
町
条
例
の
公
費
負
担
分

単
価
を
改
正
。

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

老
人
福
祉
寮
床
修
繕
費
、
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
委
託
料
（
追
加
）、
平
取

町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
（
追

加
）、
平
取
中
学
校
体
育
館
床
修
繕

費
ほ
か

１
億
１
６
７
９
万
７
０
０
０
円
を
追

加
▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１０
号
）

単
身
者
就
農
対
策
事
業

４
８
７
８
万
４
０
０
０
円
を
追
加

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

収
納
管
理
シ
ス
テ
ム
改
修
費

９
３
万
５
０
０
０
円
を
追
加

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

保
険
基
盤
安
定
負
担
金
の
額
確
定
に

伴
う
追
加
負
担
金

７
７
万
４
０
０
０
円
を
追
加

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

１
２
１
万
円
を
追
加

▼
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

給
与
・
手
当
支
給
率
等
の
改
正
に
よ

る
増
額　
　
　
　

８
４
万
円
を
追
加

▼
意
見
書
案
の
提
出

・
次
の
意
見
書
案
を
提
出
、
可
決
し
、

関
係
行
政
省
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。

〇
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整

備
等
に
関
す
る
意
見
書

【
提
出
者
：
金
谷
議
員
】

◁
研
修
会
の
様
子

森林・林業・林産業活性化
平取町議会議員連盟研修会

編　

集

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

（
議
会
広
報
担
当
）

委 

員 

長    

松
澤　

以
久
子

副
委
員
長　

中
川　

嘉
久

委　
　

員　

崎
廣　

秀
樹

　
　
　
　
　

萱
野　

久
彦

　
　
　
　
　

千
葉　

良
則

　１２月１８日に林野庁北海道森林管理局日高北

部森林管理署署長野木氏より「日高北部森林管

理署の令和７年度の取組状況報告」をしていた

だきました。令和７年度の主な取組として、「森

林に有する公益的機能の維持増進」、「森林整備

と林産物の計画的かつ持続的な供給等」、「地域

振興への寄与」、「アイヌ施策推進課施策の推進」

に分け報告を受けました。また取組の一つ、「森

と海をつなぐ～シマフクロウや魚類が生息でき

る環境の保全・再生～」についてもお話いただ

きました。どの取組も平取町、アイヌ文化と深

く関わるもので、とても勉強になりました。北

部森林管理署の皆さま、ご講演いただき、誠に

ありがとうございます。

◁議会ＹｏｕＴｕｂｅ

　QR コード

議会中継への道
　前回の議会広報（第１２５号）にて議会中継

についてお知らせしましたが、令和８年第１回

平取町議会臨時会にて議会中継をスタートいた

しました。配信はＹｏｕＴｕｂｅにて行いますの

で、平取町議会のアカウントをご登録願います。

　また、議事日程、議案、一般質問についてはホー

ムページにて掲載します。議会が近くなりまし

たら掲載されますのでご確認ください。

　配信の注意事項についてもホームページ上に

掲載しておりますのでご確認ください。

ちち
のの

たた
私私

 町議会びらとり9



～あの人に聞く～～あの人に聞く～

五心館道場

島
しま

野
の

誘
ゆう

一
いち

　さん

少子化といわれ、対象となる子どもが少なくなる
なか、子ども達への柔道の指導活動をどのように
進めていこうと考えていますか。

私たちの�町議会�びらとり ２０２６．２．１３　vol. １２６　

　■発行／平取町議会 ■編集／議会広報広聴常任委員会

　〒 055-0192 沙流郡平取町本町 28 番地　　TEL　01457-2-2227    　　　*この広報誌は再生紙を使用しています

スポーツ指導に携わるあの方にインタビュー！

平取町、町議会への要望をお聞かせください。

今私は「五心館道場」を仲間で立ち上げ子ども達

を指導しております。今のところチームを作れる

人数はおりますが、年々子どもの数が少なくなっ

ているのは確かです。柔道は一人でも出来る競技

なので少人数の場合は技の基礎を道場で磨き、対

外練習でほかのことを磨く事を考えています。

昭和６１年から平取町で柔道の指導をしておりま

す。当初、子ども達は決して強いとは言えず日高

地区の大会でも負けている状態でした。全道大会

に行ったときなど「一回戦平取楽勝だな」と対戦

相手の父兄が話をしているのを聞いて悔しくてな

りませんでした。今では何十人もの全国大会出場

者が出るチームになりました。これも、諸先輩方

と力を合わせて指導できたからだと思います。

町自体もそうですが少子化問題は深刻だと思いま

す。人口が増えればおのずと子どもの数も増える

と思います。人口を増やす政策を考えていただき

たいと思います。柔道のトレーニングとしてはロ

ープ登りが出来る設備があるとありがたいと思い

ます。

これまで指導者として携わってきたなかで、「心に
残る思い出」または「苦労ばなし」などはあります
か？

後継者育成に取り組んでいきたいと思っていま

す。指導者がいれば、少年団の団員数が少なく

なったとしても、少年団活動は継続できるもの

と考えています。剣道は、個人戦もありますし、

高齢者でも続けていける生涯スポーツなので、

剣道の素晴らしさを後世に残していけるよう努

力したいと考えています。

少子化と言われ、対象となる子どもが少なくな
るなか、今後「少年団」活動をどのように進め
ていこうと考えていますか。

平取町、町議会への要望をお聞かせください。
吉田松陰の名言に素晴らしい教えがあります。

「夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、

計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし、

故に夢なき者に成功なし」

この言葉は、夢をもって努力することが成功へ

の第一歩であることを示しております。未来を

担う子どもたちに夢を与えるような町政を推進

していくべきだと思います。

私は、小学校 1 年生から剣道を始めていますが、

大きな目標として、北海道青少年剣道大会（赤胴大

会）で、優勝することが「夢」でした。自分自身が

選手として優勝することは叶わなかったのですが、

指導者になってから、同大会団体戦において、平

成 24 年度に私の教え子たちが、見事、初優勝を叶

えてくれました。この時の優勝は、自分にとっても

念願達成でありましたし、本当に優勝できたのかと

「夢」のような感覚だったことを今でも覚えており

ます。その後、翌年に同大会で準優勝、さらに翌年

には、第３位入賞を果たすことができました。初優

勝を果たすまでは、無我夢中で子ども達と共に、様々

な壁を乗り越えながら、日々、剣道に精進していた

なと思います。

これまで指導者として携わってきたなかで、「心に
残る思い出」または「苦労ばなし」などはあります
か？

長年にわたり、青少年にスポーツの指導をされている方にお聞きしました。
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